
平 成 ２ ４ 年 度 第 ２ 回 午後の部 (伝送交換)
電気通信主任技術者試験問題 専門的能力・電気通信システム

注 意 事 項

１ 試験開始時刻 １４時２０分

２ 試験種別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

「電気通信システム」のみ １ 科 目 １５時４０分

「専門的能力」のみ １ 科 目 １６時００分

「専門的能力」及び「電気通信システム」 ２ 科 目 １７時２０分

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試 験 問 題
試 験 種 別 試 験 科 目 申請した専門分野

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ

伝 送 ８ ８ ８ ８ ８ 伝 1～伝15

無 線 ８ ８ ８ ８ ８ 伝16～伝30

専門的能力 交 換 ８ ８ ８ ８ ８ 伝31～伝45

伝送交換主任技術者 デ ー タ 通 信 ８ ８ ８ ８ ８ 伝46～伝60

通 信 電 力 ８ ８ ８ ８ ８ 伝61～伝76

電 気 通 信 専 門 分 野 に
問１から問２０まで ２０ 伝77～伝81

シ ス テ ム かかわらず共通

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

(1) マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。

(2) 受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。

(3) 生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

(1) マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。

｢専門的能力｣は薄紫色(左欄)、｢電気通信システム｣は青色(右欄)です。

(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) 免除科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。

(4) 受験種別欄は、あなたが受験申請した伝送交換主任技術者(『伝 送 交 換』と略記)を○で囲んでください。

(5) 専門的能力欄は､『伝送・無線・交換・データ通信・通信電力』のうち、あなたが受験申請した専門的能力を○で囲んでく

ださい。

(6) 試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)

受　　験　　番　　号
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試 験 種 別 試 験 科 目 専 門 分 野

伝送交換主任技術者 専門的能力 交 換

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、Ｎｏ.７共通線信号方式の概要について述べたものである。 内の(ア)～

(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

Ｎｏ.７共通線信号方式を適用している通信網では、信号専用の回線を用いて、網管理及び呼

処理で使用される情報を信号メッセージとして転送する。そのため、 (ア) を構成する網

とは別に、信号局と信号局を相互に接続する信号リンクなどからなる共通線信号網を構成する

必要がある。

信号局となる網内ノードとしては、交換機、保守・運用センタ、サービス制御ノード、信号

中継局などがある。信号局には、各信号局を一意に識別できる (イ) が付与され、信号メッ

セージのルーティングなどのためのアドレスとして使用される。

信号メッセージを生成する信号局は発信号局、その信号メッセージの宛先となる信号局は着

信号局といわれる。また、信号メッセージを中継する局は (ウ) 、信号メッセージを処理

する交換機、サービス制御ノードなどはＳＥＰといわれる。

信号メッセージを処理する二つの信号局(発信号局と着信号局)と信号メッセージが運ばれる

経路との関連を示すために信号モードが用いられる。この二つの信号局に関連するメッセージ

が、二つの信号局を直接接続する信号リンクで運ばれる信号モードは、一般に、 (エ)

モードといわれる。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 専用線 ② ＳＣＰ ③ 対 応 ④ 無線回線

⑤ ＴＣ ⑥ ラベル ⑦ ＯＳＩ ⑧ 通話回線

⑨ 準対応 ⑩ 通 知 ⑪ ＣＩＣ ⑫ ポイントコード

⑬ 加入者線 ⑭ 非対応 ⑮ ＳＴＰ ⑯ ＰＯＩ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

Ｎｏ.７共通線信号方式の機能レベルについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ レベル１は、信号リンク機能部といわれ、信号データリンクの物理的条件、電気的条件、

機能的条件などが規定されている。具体的には信号速度、伝送方式、伝送符号形式などが規

定されている。

Ｂ レベル２は、信号データリンク部といわれ、個々の信号データリンク上で誤りのない信号

ユニットの転送を行うための機能を有する。具体的にはユニットの形成、誤りの検出、再送

制御、フロー制御などを実現する。

Ｃ レベル３は、信号網機能部といわれ、信号メッセージを目的とする交換局まで送り届ける

機能、信号網の状態に関する情報を基にその時点の信号メッセージのルーティングや信号網

設備の構成を制御する機能を有する。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電話用デジタル交換機の実行管理プログラムの機能について述べた次の文章のうち、誤って

いるものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 電話用デジタル交換機では、実時間性の確保という制約の中で、多重処理を効率

良く実行させる必要があるため、各々のプログラムに優先度を付与している。

② 緊急レベル制御は、故障などシステムの異常を検出したときに、故障回復処理を

行うプログラムを制御する形態であり、他に実行中のプログラムがあっても処理を

中断させ、故障回復処理を優先的に実行させている。

③ ベースレベル制御は、実時間性の制約の緩やかなダイヤルパルスの受信処理、

サービス分析処理などのプログラムを制御する形態であり、ベースレベルにおける

優先度の高い待ち行列から到着順に処理要求を取り出して、指定されたプログラム

を起動する。

④ クロックレベル制御は、実時間性と周期性が要求される入出力処理などのプログ

ラムを制御する形態であり、ベースレベル制御のプログラムと比較して処理の優先

度は高い。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

電話交換設備における出線能率などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ １回線による最大疎通呼量は１アーランであるため、出線能率ηは０≦η≦１となる。

したがって、出回線数ｎを一定にして加わる呼量を増やしていくと、疎通呼量は次第にｎに

近づいていく。

Ｂ 即時式の系においては、加わる呼量ａと疎通呼量ａｃとの差で表される損失呼量と、加わ
ａｃ

る呼量ａとの比をサービス尺度としており、これは呼損率といわれ、１－ で表される。
ａ

Ｃ 即時式の系と待時式の系において、出回線数及び加わる呼量が同じ条件であるとき、待時

式の系は、即時式の系と比較して、出回線で疎通される呼量が大きく、出線能率が高くなる

ため、出回線塞がりに出合う割合が小さくなる。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ある待時系の通信システムにおいて２.０アーランの呼量が加わり、これを処理する設備１台

当たりの平均保留時間が５０秒であるとき、この通信システムの平均待ち合わせ時間を５００

ms以下に保つために必要な最低限の設備数は、図を用いて求めると (ク) 台である。

<(ク)の解答群>

① ３ ② ４ ③ ５ ④ ６ ⑤ ７

(凡 例)
ａ：加わる呼量
ｎ：設備数
Ｗ：平均待ち合わせ時間
ｈ：平均保留時間

0.70.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

ｎ＝ １ ｎ＝ ２
ｎ＝ ３

ｎ＝ ４

ｎ＝ ５
ｎ＝ ６
ｎ＝ ７
ｎ＝ ８
ｎ＝ ９
ｎ＝１０
ｎ＝１１
ｎ＝１２

使用率(ａ／ｎ)

0.002

0.004

0.006
0.008
0.01

0.02

0.04

0.06
0.08
0.1

0.2

0.4

0.6
0.8
1.0

0.8

（
Ｗ
／
ｈ
）

平
均
保
留
時
間
を
単
位
と
し
て
表
し
た

平
均
待
ち
合
わ
せ
時
間
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＳＩＰユーザエージェントのセッションの確立について述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただ

し、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＳＩＰシステムを使って二つのユーザエージェント(ＵＡ)間で通信を行う際、一般に、最初

のトランザクションの発信側ＵＡから着信側ＵＡに向けたメソッドとして (ア) が送られ

る。ＵＡ間でセッションが確立するときに生ずるエンド・ツー・エンドの関係はダイアログと

いわれ、 (ア) で始まるセッションに関する最初のトランザクションが成立した時点で確

立される。

クライアントがサーバに処理を要求するリクエストの種別などを伝えるメッセージは、改行

で区切られて記述された (イ) 形式で表現され、文字コードとしては、 (ウ) 形式が

使用される。

メッセージの構造は、スタートライン、ヘッダフィールド、空白行及びメッセージボディで

構成される。リクエストメッセージの種類を表すメソッド名は、メッセージのスタートライン

の要素に含まれる。また、ダイアログを特定するダイアログＩＤは、ヘッダフィールドの要素

に含まれ、呼を一意に識別できるように割り当てられる識別子である (エ) 、ローカルタ

グ及びリモートタグで構成される。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＥＵＣ ② Ｃｓｅｑ ③ ＵＴＦ－８ ④ Ｂｒａｎｃｈ

⑤ ｖｉａ ⑥ Ｈｅｌｌｏ ⑦ ＳＥＴＵＰ ⑧ Ｃａｌｌ－ＩＤ

⑨ ＪＩＳ ⑩ バイナリ ⑪ ＩＮＶＩＴＥ ⑫ ＲＥＧＩＳＴＥＲ

⑬ ＨＴＭＬ ⑭ テキスト ⑮ オクテット ⑯ シフトＪＩＳ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰ電話網と回線交換電話網との網間接続におけるＳＩＰとＩＳＵＰの信号インタワークに

ついて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ＳＩＰ発信－ＩＳＵＰ着信の接続形態において、ＭＧＣがＳＩＰ側からイニシャ

ルＩＮＶＩＴＥリクエストを受信した場合の基本接続シーケンスで、着信側が応答

すると、ＭＧＣは、ＩＳＵＰ側からＡＣＭメッセージを受信し、ＳＩＰ側へ２００

(ＯＫ)レスポンスをマッピングする。

② ＩＳＵＰ発信－ＳＩＰ着信の接続形態において、ＭＧＣがＩＳＵＰ側からＩＡＭ

メッセージを受信した場合の基本接続シーケンスで、ＭＧＣは、ＳＩＰ側から１８０

(Ｒｉｎｇｉｎｇ)レスポンスを受信すると、ＩＳＵＰ側へ加入者状態が空きである

ことを示すＲＥＬメッセージをマッピングする。

③ 通話を終了するための切断処理は、ＳＩＰ発信－ＩＳＵＰ着信又はＩＳＵＰ発信－

ＳＩＰ着信のいずれの接続形態においても、常にＳＩＰ側からの要求によって開始

される。

④ ＩＳＵＰ発信－ＳＩＰ網経由－ＩＳＵＰ着信の接続形態において、発信側のＩＳＵＰ

と着信側のＩＳＵＰ間で付加サービス情報も含めて完全なインタワークを可能とす

るため、ＩＳＵＰ情報をＳＩＰ網内で透過的に転送する必要がある。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＶｏＩＰゲートウェイの機能について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ アナログ電話インタフェースを持ち２線－４線変換機能を有するＶｏＩＰゲートウェイに

は、２線－４線変換点におけるインピーダンス不整合などによって生ずるエコーを除去する

ため、一般に、エコーキャンセラが用いられている。

Ｂ ＶｏＩＰゲートウェイには、音声信号をデジタル化する音声符号化の機能が必要となる。

音声符号化技術には、ＩＴＵ－Ｔ勧告のＧ.７１１、Ｇ.７２９などがあり、Ｇ.７１１は６４

kbit／sのビットレートを持つＰＣＭ符号化方式、Ｇ.７２９はＣＳ－ＡＣＥＬＰを用いた

８kbit／sのビットレートを持つ音声符号化方式である。

Ｃ 音声パケットの揺らぎによる音途切れ、音飛びなどの通話品質の劣化を防ぐため、受信側

のＶｏＩＰゲートウェイでは、一般に、優先制御機能を用いて、受信した音声パケットを一

定時間蓄積した後、パケット間隔を揃えてから音声を再生している。
そろ

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＳＩＰサーバについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ クライアントからリクエストされたアドレスを、別のアドレスに書き換える機能を有する

サーバは、プロキシサーバといわれる。

Ｂ プロキシサーバは、トランザクションの状態管理機能の有無によって二つに分類され、

トランザクションの状態を管理せず、メッセージを中継するだけのプロキシサーバは、ステー

トレスプロキシサーバといわれる。

Ｃ クライアントからのリクエストに応じて、サービスを提供するサーバへメッセージの中継

を行うサーバは、リダイレクトサーバといわれる。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰネットワークにおけるサービス品質の測定などについて述べた次の文章のうち、誤って

いるものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① ＩＰネットワークで測定したい箇所の端に測定器を設置し、測定用のパケットを

試験的に送信して相手側又はネットワークからの応答時間などを測る方法は、一般

に、アクティブ測定といわれる。

② アクティブ測定では、試験的に送信する測定用のパケットがネットワークに負荷

をかけることになるため、測定用のパケットを長時間連続して送受信する必要があ

るパケットロスや遅延揺らぎなどは測定できない。

③ ＩＰネットワークの回線上に測定器を設置し、回線に流れるパケットを取得(キャ

プチャ)してトラヒック量などを測る方法は、一般に、パッシブ測定といわれる。

④ ＩＰネットワークに接続されたスイッチやルータなどから機器管理に必要な情報

を収集するなど、一元的なネットワーク管理を実現するためのプロトコルとして、

一般に、ＳＮＭＰが用いられている。
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光アクセスネットワークの基本伝送技術について述べたものである。 内

の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (２点×４＝８点)

光アクセスネットワークでは、光ファイバを効率的に利用するため１心双方向伝送技術や多

重伝送技術が用いられている。

１心双方向伝送技術には、送信パルス列を時間圧縮して２倍以上の速度にしたバースト状の

パルス列で送信し、この時間圧縮によって空いた時間に反対方向からのバースト状のパルス列

を受信する (ア) 方式、比較的波長間隔が粗い、数波長から十波長程度を多重化して上り

下りの信号を伝送する (イ) 方式、上り下りともに同じ波長を用い、光ファイバ内を伝搬

する光の向きにより、上り下りの信号を光方向性結合器を利用して分離、識別する (ウ)

方式などがある。

多重伝送技術としては、複数のアナログ映像信号をそれぞれ異なる周波数(副搬送波)により

変調し、これらの複数の信号を周波数多重するＳＣＭ方式、デジタル信号に (エ) を周期

的に割り当てて時間的に多重するＴＤＭ方式などがある。ＳＣＭ方式はＣＡＴＶのＨＦＣシス

テムなどに用いられ、ＴＤＭ方式はＰＯＮシステムなどに用いられている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＱＡＭ ② ＳＤＭ ③ ＴＣＭ ④ ＯＦＤＭ

⑤ ＣＷＤＭ ⑥ ＤＷＤＭ ⑦ ＯＴＮ ⑧ トラック

⑨ 同期信号 ⑩ ＣＤＭ ⑪ ＤＤＭ ⑫ タイムコード

⑬ タイムスロット ⑭ ＯＸＣ ⑮ ＡＳＫ ⑯ ＳＤＨ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＰＯＮシステムの概要について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ＰＯＮシステムは、ユーザ宅内に設置されるＯＮＵ、設備センタ内に設置されるＯＬＴ、

設備センタからの光ファイバケーブルを複数のＯＮＵに対して分岐するとともに光／電気信

号変換機能を有する光スプリッタなどから構成される。

Ｂ ＯＬＴからＯＮＵへの下り方向の信号の送信に当たっては、信号を複数のＯＮＵに同報通

信する方式が採られている。

Ｃ 複数のＯＮＵから同時に送信されたＯＬＴへの上り方向の信号が光スプリッタにおいて衝

突することを防止するため、ＯＬＴから各ＯＮＵに対して送信タイミングを制御する方式が

採られている。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

アクセスネットワークシステムの種類と特徴などについて述べた次の文章のうち、正しいも

のは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ＨＦＣ方式は、一般に、ＣＡＴＶ事業者のアクセスネットワークにおけるセンタ

側設備のヘッドエンド装置から途中の分岐点まで同軸ケーブルを用いて接続し、分

岐点から先の各ユーザ宅まで光ファイバケーブルで接続する構成を採ることにより、

下り伝送周波数を７７０ＭＨz程度まで拡大することができる。

② ＶＤＳＬは、２対のメタリックケーブルを用い、上りと下りの伝送速度が異なる

非対称型の伝送形式を採るもので、ＡＤＳＬと比較して、使用周波数帯域を拡大し

ており、伝送速度が速い。

③ 光ファイバケーブルと無線を用いた固定ＷｉＭＡＸは、ＩＥＥＥ８０２.１６－

２００４で定める規格に準拠した、１１ＧＨz以下の無線周波数を利用するワイヤ

レスアクセス方式であり、変調方式としてマルチキャリア方式が採られている。

④ 固定無線アクセス(ＦＷＡ)システムには、無線基地局とユーザ間を１対１で接続

するポイント・ツー・ポイント方式と１対多で接続するポイント・ツー・マルチポ

イント方式とがあり、ポイント・ツー・ポイント方式は、おおむね１０Ｍbit／s

以下の伝送が可能で、伝送距離は半径１kｍ程度とされている。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ｘＤＳＬの特徴などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＶＤＳＬの変調方式には、バイナリ信号の２ビット分を４値の振幅を持つパルス

信号に割り付ける２Ｂ１Ｑ符号化を行う方式が用いられており、シングルキャリア

方式を用いたＨＤＳＬと比較して、一般に、伝送距離が長くなる。

② ＡＤＳＬの変調方式にはＣＡＰ方式とＤＭＴ方式があり、狭い周波数帯域を割り

当てた搬送波を複数個用いるＤＭＴ方式は、ＣＡＰ方式と比較して、設備センタか

らの下り信号の伝送速度を高速にでき、かつ、伝送路上で生ずるノイズの影響を受

けにくい。

③ １対のメタリックケーブルを用いて上り方向と下り方向の伝送を同時に行う方式

には、ＦＤＭ方式、エコーキャンセラ方式などがあり、エコーキャンセラ方式は、

上り方向と下り方向の帯域を重ねることができるため、一般に、ＦＤＭ方式と比較

して、必要とされる周波数帯域を狭くすることが可能である。

④ 設備センタとユーザ間の通信にメタリックケーブルを用いるデジタル伝送方式と

して、ＡＤＳＬ、ＨＤＳＬ、ＳＤＳＬなどがあり、ＨＤＳＬ及びＳＤＳＬはいずれ

も上り方向と下り方向の伝送速度が等しい。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

無線ＬＡＮの伝送方式などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① 無線ＬＡＮでは、複数ユーザが同じ場所で同じ周波数を同時に使用すると相互に

干渉し合うため、一般に、デジタル信号を一定の時間ごとに切り替えて時分割多重

することによって干渉を回避している。

② 無線ＬＡＮに割り当てられている５ＧＨz帯は、ＩＳＭバンドといわれ、電子レン

ジなどにも用いられており、この帯域を利用する無線ＬＡＮでは、他の機器との電

波干渉を避けるため、スペクトラム拡散変調の技術が採られている。

③ 無線ＬＡＮで用いられるＯＦＤＭ方式は、シンボル間干渉やマルチパスによって

生ずるフェージングへの耐性が高く、サブキャリアを高密度に配置できるなどの特

徴を有している。

④ 無線ＬＡＮのアクセス制御には、無線基地局が基地局配下の各端末に送信要求の

有無を問い合わせ、送信要求のあった端末へ順番に送信権を与えるＤＣＦ(Distri-

buted Coordination Function)といわれる方法及び各端末がチャネルの使用状況を

検知して自律的にパケットの送信タイミングを決めるＰＣＦ(Point Coordination

Function)といわれる方法がある。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ＴＣＰの機能などについて述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最も

適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、

同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ＴＣＰ／ＩＰプロトコル群において、トランスポート層の機能を果たす代表的なプロトコル

としてＴＣＰがある。ストリーム型のプロトコルであるＴＣＰは、データ転送の信頼性を高め

るために再送制御、フロー制御などの機能を有している。送受信端末間での送信データに対す

る確認応答、ネットワークの途中で送信データが失われた場合の再送制御などに必要な順序制

御機能は、送信するデータのバイト数を基にして設定される (ア) をＴＣＰヘッダ情報と

して、ＴＣＰヘッダと送信データで構成されたセグメントを単位に送受信することで実現して

いる。

一つのセグメントごとに確認応答を行いながら転送する方法は、一般に、ラウンドトリップ

時間が長くなり通信効率が低下するため、ＴＣＰでは、送受信バッファを備え、複数のセグメ

ントを連続して送信及び確認応答する (イ) といわれる技術を用いて効率の良いデータ転

送を実現している。

再送制御では、受信側が次に期待する (ア) 以外のセグメントを受信したとき、受信側

では期待している (ア) を持つ確認応答を送信側に返信する。一般に、高速再送といわれ

る方法では、送信側において (ウ) 連続して同じ内容の確認応答を受け取ると送信したセ

グメントが失われたと判断し、タイムアウトを待たずに、その確認応答の情報で示された以降

のセグメントを直ちに再送することで再送手順の高速化を図っている。

フロー制御では、受信側において、受信バッファがあふれそうになると、受信可能なバッファ

の大きさを示す (エ) を送信側に通知し、データの送信量を調整している。

<(ア)～(エ)の解答群>

① １回 ② ３回 ③ ５回 ④ ７回

⑤ 送信速度 ⑥ メモリサイズ ⑦ 固定ウインドウ ⑧ シーケンス番号

⑨ 時刻情報 ⑩ データフロー ⑪ チェックサム ⑫ ハンドシェイク

⑬ ウインドウサイズ ⑭ コネクション番号

⑮ パケットサイズ ⑯ スライディングウインドウ



伝41

(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＲＴＰ及びＲＴＣＰについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ ＲＴＰは、ユニキャストセッションのほかにＩＰマルチキャストを利用するマルチキャス

トセッションもサポートしている。

Ｂ ＲＴＣＰは、アプリケーションへの情報提供、ＲＴＰ受信先の識別、ＲＴＰ伝送間隔の制

御、小規模のセッション制御情報の伝達などの機能を有している。

Ｃ ＲＴＣＰの情報を運ぶパケットは、管理対象となるＲＴＰパケットの送受信に使うポート

番号と同じ番号のポートを用いている。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｖ４とＩＰｖ６の相互接続を実現する技術について述べた次の文章のうち、正しいもの

は、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① ＩＰｖ４とＩＰｖ６の両方のプロトコルスタックを持つデュアルスタックは、

ＩＰｖ４ネットワークと共存しつつＩＰｖ６へ移行していく際の基本的な技術とい

われ、端末レベルのみに実装されている。

② ＩＰｖ６ ｏｖｅｒ ＩＰｖ４トンネリングは、ＩＰｖ６ネットワーク上でＩＰｖ４

パケット全体をカプセル化して通信する技術であり、カプセル化したパケット内に

あるＩＰｖ４パケットは、ＩＰｖ６ネットワークからは参照されないため、ヘッダ

情報の書き換えが生じない。

③ ＩＰｖ４ネットワーク内に設置されたＩＰｖ４／ＩＰｖ６デュアルスタック端末

からＩＰｖ６ネットワークに接続するトンネリング技術は、一般に、ＩＳＡＴＡＰ

といわれ、プライベートＩＰｖ４アドレスを利用しているホストでも、グローバル

ＩＰｖ６アドレスが自動的に割り当てられ、ＩＰｖ６ネットワークに接続できる。

④ ＩＰｖ４ネットワークとＩＰｖ６ネットワークの間でプロトコルやパケットをそ

れぞれのネットワークで理解できる形に変換して双方の通信を行う技術は、一般に、

トランスレーションといわれ、このうち、ヘッダ変換方式は、ＩＰｖ４とＩＰｖ６

の間でＩＰヘッダ部分をＴＣＰ／ＩＰプロトコル群のトランスポート層において変

換する方式である。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＰｖ４におけるＩＣＭＰメッセージの特徴などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(キ) 。

Ａ ＩＣＭＰメッセージは、ＩＰデータグラムの領域として運ばれ、タイプフィールド、コー

ドフィールド及びチェックサムフィールドで構成される固定フォーマットのヘッダを持って

いる。

Ｂ ＩＣＭＰメッセージは、一般に、宛先到達不能、時間超過などの情報メッセージと、エコー

要求、エコー応答などのエラーメッセージに区分される。

Ｃ ｐｉｎｇは、通信したいホストやルータに、ＩＰパケットが到達可能か試験することがで

きるプログラムで、ＩＣＭＰメッセージのエコー要求及びエコー応答を用いている。

<(キ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＩＴＵ－Ｔ勧告により標準化されているＮＧＮのサービスストラタム及びトランスポートス

トラタムの機能などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① サービスストラタムは、付加価値サービスを提供するための階層で、ＰＳＴＮ／

ＩＳＤＮエミュレーションなどを行うサービス制御機能及び高度インテリジェント

ネットワーク的なサービス提供などを行うアプリケーション／サービスサポート機

能から構成されている。

② ＩＰベースのマルチメディアサービスを提供するＩＰマルチメディアサブシステ

ム(ＩＭＳ)は、サービスストラタムの中の一つのサブシステムとして、アプリケー

ション／サービスサポート機能に位置づけられている。

③ トランスポートストラタムは、主にＩＰパケットを転送するための階層で、メディ

ア情報の転送などを行うトランスポート機能及びトランスポート制御機能から構成

されている。

④ トランスポートストラタムのトランスポート制御機能は、転送するパケットにＩＰ

アドレスの割当てなどを行うネットワークアタッチメント制御機能(ＮＡＣＦ)及び

サービス品質を確保するためのＱｏＳ制御などを行うリソース／受付制御機能

(ＲＡＣＦ)から構成されている。
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ストリーミング技術について述べたものである。 内の(ア)～(エ)に最

も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、

同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

ストリーミングは、音声や映像をインターネットなどのＩＰネットワークを通じて配信する

際にサーバからダウンロードしながら逐次再生を行う技術である。ストリーミング配信には、

サーバ側でマスタとなる音声や映像クリップを持ち、クライアントの要求に基づき配信を行う

(ア) ストリーミング配信と生放送のようにリアルタイムに配信を行うライブストリーミ

ング配信の形態がある。特に映像配信の (ア) ストリーミング配信は、ＶＯＤといわれる。

ストリーミング配信では、圧縮されたデータを伝送し、クライアント側で伸張しながら再生

する方式が採られ、これにより伝送速度の遅い回線でも、リアルタイムに映像を配信すること

が可能である。また、動画像の圧縮符号化技術の標準化については、専門家グループとして、

ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ １の (イ) があり、高効率の各種符号化方式が規格化されている。

ストリーミングを実現させるためのプロトコルとして、ＲＴＰと (ウ) がある。ＲＴＰ

は、一般に、トランスポート層のプロトコルとしてＵＤＰを用いて、ストリーム型データをサー

バからクライアントに伝送するために用いられ、 (ウ) は、タイムスタンプによるコンテ

ンツの制御として、映像の早送りや巻き戻しといった操作機能を実現する。

また、音声、動画、静止画、テキストなどを統合して、Ｗｅｂ上で再生させるためのマーク

アップ言語である (エ) は、動画に合わせて字幕を流すといった複数のメディアを同期さ

せたプレゼンテーションを実現可能としている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① オンプレミス ② ＦＴＰ ③ ＲＴＳＰ ④ ＺＩＰ

⑤ オンデマンド ⑥ ＳＶＧ ⑦ ＸＳＬ ⑧ ＳＩＰ

⑨ オプトイン ⑩ ＭＰＥＧ ⑪ ＪＰＥＧ ⑫ ＭＰ３

⑬ バッファ ⑭ ＨＴＴＰ ⑮ ＳＭＩＬ ⑯ ＳＯＡＰ
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

画像信号の符号化技術などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ)

である。

<(オ)の解答群>

① ＭＰＥＧ－１は、動画像を４Ｍbit／sのビットレートで圧縮する符号化方式

であり、蓄積メディアなどに用いられている。

② ＭＰＥＧ－２は、放送、通信、蓄積などのメディアに汎用的に用いられる動画

像符号化方式の規格である。

③ ＭＰＥＧ－４の画像圧縮符号化は、ビジュアル圧縮符号化ともいわれ、画像を

構成する要素であるオブジェクトを一つの圧縮符号化方式で符号化するのではな

く、それぞれのオブジェクトごとに圧縮符号化する方法が採用されている。

④ ＭＰＥＧ－７は、ＩＳＯ／ＩＥＣにおいて策定された、種々のマルチメディア

コンテンツを高速に検索するための記述形式などに関する規格である。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＭＰＬＳについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① パケットにラベルを付与して通信データを制御する共通のルールに従った論理的

なネットワークは、一般に、ＭＰＬＳドメインといわれる。

② ＭＰＬＳドメインの外部から内部に向けてのパケットにラベルを付与するゲート

ウェイ装置は、一般に、ＬＥＲ(Label Edge Router)といわれる。

③ ＭＰＬＳドメイン内で、パケットが転送される経路は、一般に、ＬＳＰ(Label

Switching Path)といわれる。

④ ＭＰＬＳドメインの外部から内部に転送されるパケットにラベルを付与する操作

はラベルポップといわれ、ラベルを取り除く操作はラベルプッシュといわれる。
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(４) 次の問いの 内の(キ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

デジタル署名などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＲＳＡ暗号を利用したデジタル署名の場合、一般に、デジタル署名を添付する

データのハッシュ値を計算し、そのハッシュ値を公開鍵で暗号化してデータに添付

する方式が用いられている。

② デジタル署名で用いられるハッシュ関数の満たさなければならない要件としては、

ハッシュ値から入力情報を知り得ない一方向性、同じハッシュ値を持つ異なる入力

組を見つけることが困難である衝突困難性などがある。

③ ＰＧＰでは、データの暗号化に共通鍵を用い、デジタル署名を作成する際の一方

向関数としてＩＤＥＡを用いている。

④ デジタル署名は、盗聴防止、否認防止及び認証を主たる目的として利用される。

(５) 次の問いの 内の(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

侵入検知システム(ＩＤＳ)及び侵入防止システム(ＩＰＳ)について述べた次のＡ～Ｃの文章

は、 (ク) 。

Ａ ネットワークに流れる通信を監視対象とするＩＤＳは、一般に、ネットワーク型ＩＤＳ

(ＮＩＤＳ)といわれ、検知対象には、ウイルスやワーム、コンピュータへの侵入行為、組織

内で定められた違反通信などがある。これらの通信を検知するための手段として多く利用さ

れているのがデータマイニングといわれる手法である。

Ｂ コンピュータ上での不正アクセス、不正ファイル操作などを検知するためのＩＤＳは、一

般に、ホスト型ＩＤＳ(ＨＩＤＳ)といわれ、システムやＯＳのログを対象にしたパターン

マッチングといわれる手法などを用いて異常を検知している。

Ｃ ＮＩＤＳに遮断機能を追加したＩＰＳは、一般に、ネットワーク型ＩＰＳといわれ、ＤｏＳ

攻撃に用いられるパケットやワームが持つ特徴的なパターンを利用することにより該当する

接続を検知すると、その接続を遮断するとともに、管理者に通知する、記録を残すなどの機

能がある。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

 

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 
(９) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(１０) 法規科目の試験問題において、個別の設問文中の「 」表記は、出題対象条文の条文見出しを表しています。 

また、出題文の構成上、必ずしも該当条文どおりには表記しないで該当条文中の(   )表記箇所の省略や部分 

省略などをしている部分がありますが、(   )表記の省略の有無などで正誤を問うような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


